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中経連　2022.3・4 1

環境とイノベーションの未来（P4）

韮山反射炉（静岡県伊豆の国市、写真提供：伊豆の国市）

表紙  未来につなぐ地域の文化

参照：伊豆の国市ホームページ、静岡県観光公式サイト「ハローナビしずおか」 

1853年のペリー来航により、海防の必要性を建議していた韮山代官の
江川英龍は、幕府の命を受けて大砲を鋳造する溶解炉の建造に取り組むこと
となりました。当初下田で着工された炉は、ペリー艦隊の水兵が敷地内に侵入
する事件を受けて韮山に移転。大型の大砲を鋳造するため、２つの溶解炉
を連ねたうえでその２組を直交させる４つの炉を持つ反射炉の建造は、非常
に困難な事業となりました。1855年に英龍が病により逝去したことから、
息子の英敏が事業を引き継ぎ、1857年に着工から３年半の歳月をかけてようやく完成。幕府直営反射炉として、
18ポンドカノン砲などの西洋式大砲の鋳造が行われ、1864年にその役目を終えました。2015年には日本の近代化を
支えた遺構、「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」の構成資産として世界遺産に登録されました。
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保存修理工事終了後の韮山反射炉


